
 

 

検 討 の流 れ（イメージ） 

１ 住宅地の空き家の面的対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

モデル地区の候補地選定 

空き家所有者の意向調査

(アンケート) 

モデル地区の決定 

（３箇所程度） 

まちづくりの経験のある 

住宅事業者等を公募 

(仮称)モデル実施協議会 

の設立 

(事務局：北九州市住宅供給公社) 

まちづくりの視点を踏まえて(仮称)モデル実施協議会(住宅事業者等)等と 

意見交換し、宅地の整備イメージの形成 

令和２年度以降 

モデル地区での事業実施 

横展開へ 

他の地区での拡大展開 
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地元(自治会)と意見交換し、10 年先のまちの姿の形成 

〇モデル地区ごとの事業内容の決定 

   ・将来のまちの姿に基づいた宅地の整備イメージ 

〇必要となる支援制度の整理  など 

令和元年度

の成果 

市         住宅事業者等 空き家所有者 

アンケート回答 

モデル地区の事業

に協力の意思表示 

令和元年１０月頃 

令和２年３月 

 

 

２ 「主要駅周辺」のスポンジ化対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賑わい広場としての活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商業施設やマンション等の建設 

土地所有者の意向調査 

(アンケート) 

アンケート調査結果を踏まえ、空き地活用の 

方向性を検討 

商店街代表と意見交換 

検討箇所や方向性を協議 

市         

学識経験者等 

土地所有者 

アンケート回答 

事
業
の
可
能
性
の
検
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令和２年３月 

市         土地所有者 

土地所有者と利用希望者の勉強会 

土地所有者と利用希望者の協定締結 

施設整備・土地活用 

住宅事業者等 市         土地所有者 

土地所有者と住宅事業者等の勉強会 

商業施設やマンション等の建設 

他の地区での拡大展開 

事
業
実
施 

事
業
実
施 

横展開へ 
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